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つるがしま市議会だより第191号 〔 2〕

•　

中
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
き
た
こ
と
は
と
て
も
画

期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
小

・
中
・
高
校
と
議
会
の
関
わ

り
を
増
や
せ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
が
関
心

を
持
つ
こ
と
で
親
に
も
伝

わ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

•　

防
災
対
策
を
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

•　

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
方

が
参
加
し
や
す
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

•　

市
民
が
議
員
と
懇
談
す
る

の
は
敷
居
が
高
い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
会
は
有
り
難
い

し
、
た
め
に
な
り
ま
す
。

•　

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
声
を

聴
く
こ
と
は
大
事
で
あ
る

こ
と
を
議
員
一
人
ひ
と
り

が
、
し
っ
か
り
と
自
覚
を
持

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
意
見

（
一
部
の
紹
介
）

　

春
の
改
選
後
初
め
て
、
そ
し
て
、
埼

玉
県
内
初
の
実
施
か
ら
12
年
目
の
議
会

報
告
会
。
テ
ー
マ
は
、『
10
年
後
の
鶴

ヶ
島
市
、
そ
し
て
市
議
会
』
で
す
。

　

今
回
は
、
も
っ
と
多
く
の
市
民
と
交

流
す
る
た
め
に
、「
将
来
も
鶴
ヶ
島
に

住
み
た
い
か
」、「
議
員
報
酬
が
い
く
ら

な
ら
議
員
に
な
り
た
い
か
」
等
、
具
体

的
な
質
問
事
項
を
掲
げ
て
、
新
人
議
員

と
と
も
に
、
富
士
見
地
区
地
域
支
え
合

い
協
議
会
、
西
入
間
青
年
会
議
所
、
そ

し
て
、
鶴
ヶ
島
中
学
校
生
徒
会
の
皆
様

へ
の
事
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、

議
会
報
告
会
当
日
、
そ
の
映
像
を
流
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
じ
質
問
を
も
と

に
懇
談
し
、
多
く
の
励
ま
し
の
声
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
山
中
　
基
充
　

学校のことや子ど
もの

心配事を相談して
いる。

頼りにしています
。Ａ１

議会の内容を教えて
もらっている。
鶴ヶ島全体のことを
知ることができる。

Ａ１ なぜ議員は全員同じ報酬額なのか。

Ａ
２

議会の
情報提

供を。

Ａ２

鶴ヶ島は災
害に強いと

いわれるが
、

災害時の対
応について

油断してい
ないか。

Ａ３

緑が多い。Ａ３

ほっとする。
住みやすい。

Ａ
３

Q議会から参加者への質問

① 議員にはどういったときに相談しますか？
② 市議会議員を増やすには？

Q議会から参加者への質問

③ 鶴ヶ島の好きなところ・不満なところは？

意見交換テーマは『１０年後の鶴ヶ島市、そして市議会』

　誌面の構成上、意見の一部を
割愛しています。
　ホームページも御覧ください。

ホームページは
こちらから

https://www.city.tsurugashima.
lg.jp/page/page006290.html

意見交換テーマは『１０年後の鶴ヶ島市、そして市議会』
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～ 議 会 報 告 会 事 前 イ ン タ ビ ュ ー ～
富士見地区地域支え合い協議会の皆さん
会場：交流会館（令和元年９月４日）

公益社団法人西入間青年会議所の皆さん
会場：大橋市民センター（令和元年９月９日）

鶴ヶ島中学校生徒会の皆さん
会場：鶴ヶ島中学校（令和元年９月25日）

－議会報告会２０１９－ を開催
市民と議員の懇談会

若い世代に魅力ある
市にしたい。

若い議員が
増えてほしい。

子どもが
遊べるところがないよね。

有名なものがない。 遊ぶところ
がない。

鶴ヶ島は
住みやすい
と思う。

都内までの
通勤に時間
がかかる。

若い人が
活躍する地域

に

なってほしい
。

人口当たり

の公園面積

は多いと
思う。

市をよく
したい

と思う若
い人を

募集する
！

インター降りて

３～５分で遊べ
るところ

をアピールした
ら。ランドマーク的なもの

があるといい。ランドマークより、

自然と都市の融合が

いい。

高倉の獅子舞や
脚折

雨乞などの伝統
文化

を大事にしてい
る。

市民会館があったらいいな。アーティストも呼べるし、成人式もいっぺんにできるから。

将来を考えたら、
子どもたちの教育が
一番大切だ。

買い物が便利で

栄えている。

外食も充実してい
る。

IoT、AI、５Gなどの
先端技術を生かし、
未来図をどう描くのか
じゃないかな。

学校の空き
教室を利用
できるよう
にしてはど
うかな。 これから伸びる

企業を誘致し、

雇用を生み出す。

－議会報告会２０１９－ を開催
市民と議員の懇談会
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つるがしま市議会だより第191号〔11〕

次回定例会のお知らせ
　次回の令和２年第１回定例会は、２月26日（水）
に開会の予定です。
　議会の日程は、開会日の５～２日前に決定し、
市のホームページのほか、市役所１
階などの議会情報コーナーで御案内
します。
ホームページはこちらから
https://www.city.tsurugashima.lg.jp/page/dir000016.html

鶴ヶ島市議会 検　索

　選挙の有無にかかわらず、政治家が選挙区内で寄附を
行うことは、特定の場合を除いて一切禁止されています。
有権者が求めてもいけません。御注意を！

禁止されている寄附の例
・祭りへの寄附や差し入れ
・運動会やスポーツ大会への飲食物等の差し入れ
・自治会等の集会や旅行等の催し物への寄附や飲食物の
差し入れ

・冠婚葬祭における贈答　など

贈らない　求めない　受け取らない

　議会の会議録は、中央図書館や市役所情報公開コ
ーナー、議会図書室で御覧になれます。
　また、ホームページにも掲載していますので、ど
うぞ御利用ください。
　なお、会議録の作成は、議会閉会後２か月程度か
かります。第４回定例会（12月議会）の会議録は、
３月初め頃から御覧になれます。

会議録を御覧ください

議会インターネット配信の画面

　

本
会
議
と
常
任
委
員
会
の
様
子
を

ネ
ッ
ト
で
生
中
継

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

生
中
継
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
御
覧
く
だ

さ
い
。

　
　

計
画
道
路
に
つ
い
て
。

答　

川
越
鶴
ヶ
島
線
の
国
道
４
０
７
号

と
富
士
見
通
線
に
挟
ま
れ
た
区
間
は
、

４
車
線
の
う
ち
、
拡
幅
す
る
２
車
線
分

を
整
備
す
る
計
画
で
、
令
和
元
年
11
月

末
の
時
点
で
地
盤
改
良
と
側
溝
等
の
排

水
施
設
の
整
備
が
終
わ
っ
た
。
現
在
は

車
道
の
路
盤
と
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク

問

に
着
手
し
て
い
る
。
ま
た
、
運
動
公
園

付
近
の
区
間
は
、
４
車
線
で
整
備
す
る

計
画
で
、
11
月
末
の
時
点
で
地
盤
改
良

と
側
溝
等
の
排
水
施
設
の
整
備
が
終
わ

っ
た
。
現
在
は
車
道
の
路
盤
と
歩
車
道

境
界
ブ
ロ
ッ
ク
に
着
手
し
て
い
る
。

　

鶴
ヶ
島
南
通
り
線
は
、
２
車
線
で
整

備
す
る
計
画
で
、
11
月
末
の
時
点
で
地

盤
改
良
が
終
わ
り
、
側
溝
等
の
排
水
施

設
の
３
分
の
２
程
度
が
終
わ
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答　

来
年
度
も
引
き
続
き
、
川
越
鶴
ヶ

島
線
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
圏
央
鶴
ヶ
島
Ｉ
Ｃ
周
辺
部
は
国

や
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
、
国

道
４
０
７
号
と
の
交
差
部
は
飯
能
県
土

整
備
事
務
所
と
そ
れ
ぞ
れ
調
整
し
て
い

る
。

　
　

安
全
対
策
に
つ
い
て
。

答　

都
市
計
画
道
路
に
は
、
自
転
車
歩

行
者
道
又
は
歩
道
を
整
備
す
る
が
、
圏

央
鶴
ヶ
島
Ｉ
Ｃ
周
辺
部
は
一
部
歩
道
が

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
東

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
調
整
し
、

全
て
の
利
用
者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

問問

都
市
計
画
道
路
に
併
せ

た
街
づ
く
り

ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く

大お
お
そ
ね

曽
根
英ひ

で
あ
き明

　
議
員



12月定例会

〔12〕

市
で
は
、
第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計

画
を
１
年
前
倒
し
し
て
終
結
し
、
令
和

２
年
度
か
ら
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
第
６
次
鶴
ヶ
島
市
総

合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
と
基
本
計

画
か
ら
な
る
市
の
最
上
位
計
画
で
す
。

「
基
本
構
想
」
は
、
目
指
す
べ
き
市

の
将
来
像
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を

示
す
も
の
で
、
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画
の

策
定
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
策
定
す

る
も
の
で
す
。

本
市
議
会
で
は
、「
基
本
構
想
」
を

鶴
ヶ
島
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議

決
事
件
と
し
て
お
り
、
今
定
例
会
で
第

６
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画（
基
本
構
想
）

を
可
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

第
５
次
総
合
計
画
の
終
了
を
１
年

前
倒
し
し
て
第
６
次
総
合
計
画
を

策
定
す
る
意
義
は
。
ま
た
、
第
６
次
計

画
の
実
現
に
向
け
た
市
長
の
思
い
は
。

９
年
前
に
策
定
し
た
第
５
次
総
合

計
画
と
現
状
の
ひ
ず
み
を
感
じ
た
。

ま
た
、
第
５
次
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
・
終
了
に
向
け
て
進

ん
で
い
る
こ
と
を
勘
案
し
た
。

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
全
て
の
市

ＱＡ

民
が
幸
せ
を
共
感
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
市
を
目
指
し
て
行
政
を
進
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
や
市
民
意
識
調
査

の
意
見
を
参
考
に
、
引
き
続
き
安
定
し

た
市
政
運
営
を
進
め
、
市
民
が
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
日
々
感
じ
る
、
明
る
い
先

の
見
え
る
市
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
行
政
の
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
大

き
く
、
よ
り
早
く
進
め
、
常
に
一
歩
前

へ
進
ん
で
い
き
た
い
。

「
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
市
の
活
力
を
維

持
す
る
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

定
住
人
口
だ
け
に
着
目
せ
ず
、
関

係
人
口
や
交
流
人
口
な
ど
、
本
市

と
多
様
な
形
で
関
わ
る
人
や
本
市
を
訪

ＱＡ

れ
る
人
も
含
め
、
多
く
の
人
が
集
い
、

人
の
流
れ
や
地
域
経
済
の
循
環
な
ど
を

生
み
出
す
こ
と
が
活
力
の
維
持
に
重
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
前
期
基
本
計
画

と
後
期
基
本
計
画
で
位
置
付
け
た
い
。

重
点
戦
略
に
市
民
意
識
調
査
の
結

果
の
分
析
に
よ
る
重
点
化
領
域
が

入
っ
て
い
な
い
理
由
は
。

市
民
意
識
調
査
は
、
第
５
次
総
合

計
画
の
57
の
施
策
に
分
け
て
満
足

度
と
重
要
度
を
伺
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
と
第
６
次
総
合
計
画
の
施
策
単
位

や
３
つ
の
重
点
戦
略
の
単
位
は
、
当
然

異
な
る
。
そ
の
た
め
、
重
点
戦
略
と
重

点
化
領
域
と
で
関
連
す
る
も
の
も
あ
る

が
、
合
致
し
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

重
点
化
領
域
に
あ
る
も
の
は
、
基
本
計

画
の
中
で
反
映
し
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

しあわせ共感
　　安心のまち
　　　　つるがしま

市の将来像

令和元年第４回定例会の日程（会期19日間）

11/29 本会議
開会
諮問第１号及び議案第63号～第81
号を上程

12/３ 本会議
諮問第１号及び議案第75号を採決
議案第63号～第74号及び第76号～
第81号を委員会付託

４ 総務産業建設常任委員会 付託議案審査

５ 文教厚生常任委員会 付託議案審査

６ 予算決算常任委員会 付託議案審査

12･13･16 本会議 一般質問

17 本会議

議案第63号～第74号及び第76号～
第81号を採決
諮問第２号及び議案第82号を上程
及び採決
選挙管理委員及び同補充員の選挙
閉会

令
和
元
年
第
４
回
鶴
ヶ
島
市
議
会

定
例
会
が
11
月
29
日（
金
）か
ら
12
月

17
日（
火
）ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案

22
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
を
３
日
間
に
わ

た
り
行
い
、
15
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。

第６次鶴ヶ島市総合計画（基本構想）を可決！
中学校のトイレ改修や体育館照明ＬＥＤ化などの

補正予算を可決！

市
の
将
来
像
を
示
す
第
６
次
鶴
ヶ
島
市

総
合
計
画
（
基
本
構
想
）
を
可
決



つるがしま市議会だより第191号〔13〕

議案等
番　号

議案等 議員名等の名称 
審議
結果

新政クラブ 大空・つるがしま未来 公明党 日本共産党

賛
成

反
対
・
賛
成
せ
ず

持
田
　
靖
明

小
川
　
　
茂

杉
田
　
恭
之

髙
橋
　
剣
二

金
泉
婦
貴
子

藤
原
　
建
志

出
雲
敏
太
郎

内
野
　
嘉
広

近
藤
　
英
基

大
曽
根
英
明

漆
畑
　
和
司

山
中
　
基
充

松
尾
　
孝
彦

小
林
ひ
と
み

太
田
　
忠
芳

石
塚
　
節
子

大
野
　
洋
子

長
谷
川
　
清

諮　問
第１号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて（根

ね

岸
ぎし

　
よし

子
こ

氏）
可と
決す

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ 16 ０

議　案
第63号

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第64号

鶴ヶ島市議会議員の議員報酬等に関する条例の
一部を改正する条例について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第65号

市長及び副市長の給与等に関する条例及び教育
委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改
正する条例について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第66号

鶴ヶ島市会計年度任用職員の報酬等に関する条
例について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第67号

鶴ヶ島市児童館条例の一部を改正する条例につ
いて

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第68号

鶴ヶ島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第69号

鶴ヶ島市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第70号

鶴ヶ島市手数料条例の一部を改正する条例につ
いて

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第71号

令和元年度鶴ヶ島市一般会計補正予算（第４号）
について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第72号

令和元年度鶴ヶ島市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第73号

令和元年度鶴ヶ島市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第74号

令和元年度鶴ヶ島市介護保険特別会計補正予算
（第３号）について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第75号

第６次鶴ヶ島市総合計画（基本構想）について
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ × 15 １

議　案
第76号

公の施設の指定管理者の指定について
（鶴ヶ島市農業交流センター）

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第77号

公の施設の指定管理者の指定について
（鶴ヶ島市老人福祉センター「逆木荘」）

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第78号

公の施設の指定管理者の指定について
（鶴ヶ島市上広谷児童館）

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第79号

公の施設の指定管理者の指定について
（鶴ヶ島市大橋児童館）

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第80号

公の施設の指定管理者の指定について
（鶴ヶ島市西児童館）

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第81号

市道の路線の認定について
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

諮　問
第２号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて（木

き

田
だ

　薫
かおる

氏）
可と
決す

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第82号

令和元年度鶴ヶ島市一般会計補正予算（第５号）
について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

○…賛成　×…反対・賛成せず
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委
員
会
審
査

条

例

等

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
及
び
埼
玉
県
職
員
の
給

与
改
定
に
合
わ
せ
、
一
般
職
の
職
員
の

給
料
月
額
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合

を
改
定
等
す
る
も
の
で
す
。

鶴
ヶ
島
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
支
給
割
合
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
委
員
会
教

育
長
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
職
員
の

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
と
の
均
衡
を

図
る
た
め
、
支
給
割
合
を
改
定
す
る
も

の
で
す
。

鶴
ヶ
島
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
等
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

一
般
職
非
常
勤
職
員
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
移
行
し
た
場
合
の

議案第63号議案第64号議案第65号議案第66号Ｑ

勤
務
条
件
の
変
更
点
は
。

人
事
課
長　

報
酬
額
に
関
し
て
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
に
は
地
域
手
当
、
期

末
手
当
及
び
退
職
手
当
を
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
に
は
地
域
手
当
相
当
分
を
含
む
報

酬
と
期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
な

り
、
収
入
は
増
え
る
。
服
務
に
関
し
て

は
、
既
に
地
方
公
務
員
法
の
適
用
を
行

っ
て
お
り
、
条
件
付
採
用
期
間
と
人
事

評
価
が
新
た
に
加
わ
る
。
勤
務
時
間
や

休
日
は
、
現
行
と
変
わ
ら
な
い
。

鶴
ヶ
島
市
児
童
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

児
童
館
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
指
定
管
理
者
の
管
理
す
る

児
童
館
の
休
館
日
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

各
児
童
館
の
利
用
状
況
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

平
成
30
年
度

と
29
年
度
を
比
較
す
る
と
、
学
童

保
育
室
と
連
携
し
て
利
用
を
促
進
し
た

西
児
童
館
は
増
え
た
が
、
ほ
か
は
児
童

数
の
減
少
に
よ
り
減
少
し
た
。

直
営
の
脚
折
児
童
館
を
指
定
管
理

に
す
る
予
定
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

北
市
民
セ
ン

タ
ー
併
設
で
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
指
定
管
理
に
は
し
な
い
。

鶴
ヶ
島
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に
お
け
る
連
携

Ａ議案第67号ＱＡＱＡ議案第68号

施
設
の
確
保
に
係
る
特
例
等
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

基
準
の
緩
和
で
保
育
の
質
は
確
保

さ
れ
る
の
か
。

こ
ど
も
支
援
課
主
席
主
幹　

緩
和

措
置
に
対
し
て
は
、
確
実
に
質
を

保
つ
よ
う
条
件
等
を
付
け
て
お
り
、
質

の
低
下
等
は
招
か
な
い
と
考
え
る
。

鶴
ヶ
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

に
係
る
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ
を
す
る

も
の
で
す
。

鶴
ヶ
島
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

土
地
台
帳
の
閲
覧
を
廃
止
す
る
こ
と

に
伴
い
、
公
簿
等
の
閲
覧
に
係
る
手
数

料
の
規
定
を
削
除
等
す
る
も
の
で
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

鶴
ヶ
島
市
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
も
の
で
す
。

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株

式
会
社
の
他
市
町
で
の
運
営
実
績

ＱＡ議案第69号議案第70号

農業交流センター

議案第76号Ｑ

は
。

産
業
振
興
課
長　

観
光
施
設
で
は

桶
川
市
の
べ
に
花
ふ
る
さ
と
館
、

寄
居
町
の
里
の
駅
ア
グ
リ
ン
館
が
あ
り
、

文
化
施
設
で
は
坂
戸
市
の
オ
ル
モ
が
あ

る
。
ほ
か
に
も
埼
玉
県
内
で
体
育
施
設
、

公
園
関
係
な
ど
、
多
数
の
実
績
が
あ
る
。

現
在
、
外
部
に
委
託
し
て
い
る
清

掃
・
警
備
職
員
の
雇
用
は
。

産
業
振
興
課
長　

既
存
職
員
の
継

続
雇
用
の
提
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

鶴
ヶ
島
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
逆

木
荘
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る

も
の
で
す
。

応
募
が
１
者
の
み
で
あ
る
こ
と
の

説
明
と
、
本
件
の
み
指
定
期
間
が

４
年
間
で
あ
る
理
由
は
。

高
齢
者
福
祉
課
長　

公
募
時
の
現

場
説
明
会
に
は
２
者
の
参
加
が
あ

っ
た
が
、
応
募
は
１
者
の
み
と
な
っ
た
。

指
定
期
間
に
つ
い
て
は
、
借
地
問
題
の

解
消
等
を
検
討
す
る
た
め
、
一
体
で
土

地
を
借
り
て
い
る
隣
接
の「
き
い
ち
ご
」

と
期
間
を
揃
え
る
も
の
で
あ
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

鶴
ヶ
島
市
上
広
谷
児
童
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
を
す
る
も
の
で
す
。

現
在
と
同
じ
指
定
管
理
者
と
な
る

が
、
新
規
事
業
の
提
案
の
有
無
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

乳
幼
児
と
小

・
中
・
高
生
の
触
れ
合
い
事
業
と
、

ＡＱＡ議案第77号ＱＡ議案第78号ＱＡ

パ
パ
と
小
・
中
・
高
生
の
妊
婦
体
験
事

業
の
提
案
が
あ
っ
た
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

鶴
ヶ
島
市
大
橋
児
童
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
を
す
る
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
が
変
更
と
な
る
こ
と

で
影
響
は
な
い
か
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

円
滑
な
引
継

ぎ
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
心
配
が

あ
る
た
め
、
仕
様
書
の
中
で
２
か
月
以

上
の
引
継
期
間
を
明
記
し
て
い
る
。
引

継
会
議
を
実
施
す
る
際
に
は
、
市
職
員

が
同
席
す
る
予
定
で
あ
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

鶴
ヶ
島
市
西
児
童
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
を
す
る
も
の
で
す
。

大
き
な
利
益
を
出
す
こ
と
を
予
定

し
て
い
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る

運
営
に
関
す
る
危
機
管
理
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

指
定
管
理
の

チ
ェ
ッ
ク
の
中
で
法
人
の
事
業
全

体
の
確
認
を
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
選
定
等
委
員
会
委
員

の
識
見
者
と
は
。
ま
た
、
女
性
も

委
員
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議案第79号ＱＡ議案第80号ＱＡＱ
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こ
ど
も
支
援
課
長　

金
融
関
係
者

や
会
社
経
営
者
な
ど
か
ら
選
定
し

て
い
る
。
女
性
の
登
用
を
検
討
し
た
い
。

市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

る
も
の
で
す
。

Ａ議案第81号
　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対
す

る
臨
時
・
特
別
給
付
金
支
給
事
業

本
事
業
の
目
的
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

消
費
税
率
が

10
㌫
と
な
る
中
で
の
貧
困
対
策
と

寡
婦
控
除
の
適
用
差
の
解
消
で
あ
る
。

災
害
対
策
事
業

現
在
、
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
地
域
は
。

安
心
安
全
推
進
課
長　

羽
折
町
の

一
部
だ
け
で
あ
る
。

日
本
語
未
習
得
児
童
生
徒
支
援
事
業

ＱＡＱＡ

外
国
人
児
童
・
生
徒
の
増
加
の
状

況
は
。

学
校
教
育
課
長　

前
年
度
と
比
較

し
、
小
学
校
は
10
人
増
加
の
36
人
、

全
体
の
１
・
09
㌫
、
中
学
校
は
増
減
な

し
の
11
人
、
０
・
６
㌫
で
あ
る
。

小
学
校
施
設
管
理
事
業

中
学
校
施
設
管
理
事
業

耐
用
年
数
が
分
か
っ
て
い
る
プ
ー

ル
ろ
過
装
置
の
修
繕
経
費
に
つ
い

て
、
こ
の
時
期
に
補
正
す
る
理
由
は
。

教
育
総
務
課
長　

耐
用
年
数
を
過

ぎ
て
い
る
が
、
毎
年
、
保
守
点
検

業
務
を
実
施
し
て
使
用
し
て
い
る
。
今

回
、
製
造
メ
ー
カ
ー
か
ら
機
器
類
の
早

ＱＡＱＡ

期
交
換
の
指
摘
が
あ
り
、
プ
ー
ル
授
業

の
開
始
前
に
修
繕
を
完
了
さ
せ
る
た
め
、

こ
の
時
期
と
な
っ
た
。

中
学
校
体
育
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
事
業

５
年
程
前
に
導
入
し
た
藤
中
学
校

体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
不
点
灯

の
原
因
は
。

教
育
総
務
課
長　

長
寿
命
の
は
ず

で
あ
る
が
、
原
因
不
明
の
た
め
、

交
換
時
に
調
査
を
行
う
。

ＱＡ

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

一
般
被
保
険
者
高
額
介
護
合
算
療
養

費
負
担
金
に
要
す
る
経
費
及
び
地
域
で

ス
ク
ラ
ム
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業（
国

民
健
康
保
険
分
）
に
要
す
る
経
費
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
介
護
給
付
費

準
備
基
金
に
積
み
立
て
る
経
費
等
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

議会開催状況

会議
会期
（日）

本会議
日数
（日）

委員会日数（日） 傍聴
者数
（人）総産文教予決農大

第１回定例会 27 ６ １ １ ３ ０ 87

第１回臨時会 1 １ １ １ １ － 0

第２回定例会 22 ６ １ １ １ － 101

第３回定例会 24 ６ １ １ ３ － 90

第４回定例会 19 ６ １ １ １ － 69

合　計 93 25 ５ ５ 9 ０ 347

会　期　外 ０ ０ ０ ０ ０
※総産…総務産業建設常任委員会　文教…文教厚生常任委員会
予決…予算決算常任委員会　農大…農業大学校跡地等整備の調査に関す
る特別委員会（平成31年４月30日まで）

議員提出付議事件 （件）

区分
議決態様別

可決 否決 継続審議 審議未了 撤回 計

条例 0 ０ ０ ０ ０ ０

規則 0 ０ ０ ０ ０ ０

意見書 0 ０ ０ ０ ０ ０

決議 0 ０ ０ ０ ０ ０

その他 11 0 ０ ０ 0 11

計 11 ０ ０ ０ ０ 11

市長提出付議事件 （件）

付議事件別 議決態様別

区分 可決 否決 継続審議 計

自治法第96条　　
付議事件

条例 28 ０ ０ 28

予算 24 ０ ０ 24

決算 ６ ０ ０ ６

その他 20 ０ ０ 20

自治法第179条（専決処分） ５ 0 ０ ５

計 83 ０ ０ 83
※「可決」には、認定、同意、承認等の議決を含みます。

Report

議 会 

レ ー ポ ト 

平成31年・令和元年に開催
した議会の状況を報告します

一
般
会
計（
第
４
号
）



つるがしま市議会だより第191号 〔16〕

先
進
事
例
の
視
察
・
研
修

　

令
和
元
年
10
月
29
日
に
愛
媛
県
西
条

市
を
視
察
し
、
30
日
・
31
日
に
研
究
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ボ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
高
齢
者
見
守
り
支
援
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

議
会
活
性
化
の
船
中
八
策
を
テ
ー
マ

に
高
知
市
で
開
か
れ
た
全
国
市
議
会
議

長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
基
調
講
演

は
、
小
さ
な
政
府
で
父
権
的
な
現
在
の

政
治
の
分
析
等
、
示
唆
に
富
ん
だ
も
の

で
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

①
行
政
監
視
機
能
、
②
次
世
代
を
見
据

え
た
視
線
、
③
デ
ー
タ
駆
使
、
根
性
論

ダ
メ
、
④
女
性
活
躍
、
⑤
地
方
自
治
法

第
96
条
第
２
項
の
活
用
、
⑥
労
働
法
制

の
見
直
し
―
兼
職
緩
和
な
ど
、
⑦
情
報

公
開
の
徹
底
、
市
長
与
党
に
情
報
が
集

ま
る
と
の
声
を
踏
ま
え
た
⑧
議
員
間
討

議
充
実
の
八
策
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

元
年
10
月
30
日
・
31
日
に
高
知
市
で

全
国
市
議
会
議
長
会
主
催
の
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
、
坂
本
龍
馬
に
ち
な
ん
で
「
議
会
活

性
化
の
た
め
の
『
船
中
八
策
』」
で
す
。

　

地
方
の
自
立
の
た
め
の
地
方
分
権
一

括
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
20
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の

議
会
が
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、市
民
か
ら「
見
え
な
い
議
会
」

は
そ
の
ま
ま
に
、
新
た
に
「
議
員
の
な

り
手
不
足
」
と
い
う
課
題
も
生
じ
て
い

ま
す
。

　

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
出
さ
れ
た
議
会

活
性
化
の
「
八
策
」
の
要
旨
は
、
行
政

の
監
視
機
能
を
果
た
す
自
立
し
た
議
会

を
つ
く
る
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
で
し

た
が
、「
市
長
の
た
め
の
議
会
」
に
は
、

ど
の
よ
う
に
響
く
の
で
し
ょ
う
か
。

公明党

長谷川 清

西
条
市
と
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
高
知

全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

研究フォーラムの研修会場にて

つ
る
が
し
ま
市
議
会
だ
よ
り　

第
1
9
1
号　

発
行
日
／
令
和
2
年（
2
0
2
0
年
）2
月
1
日

編
集
／
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会
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編
集
委
員
会　

発
行
／
鶴
ヶ
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議
会
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1
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1
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Ｆ
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Ｘ
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4
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（
2
7
1
）
1
1
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令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11

月
29
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
第
６
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
議
員
か
ら
熱
心
な
質
疑
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
に
は

15
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
や
思
い
を
執
行
部
に
ぶ
つ
け

ま
し
た
。

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
の

が
議
員
の
役
割
の
一
つ
で
す
。
皆
様

の
御
意
見
等
を
お
気
軽
に
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
出
）

（
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編
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田　

靖　
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編
集

　
後
記

　

元
年
12
月
２
日
、
冬
の
交
通
事
故

防
止
運
動
に
お
け
る
街
頭
指
導
が
ワ

カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
で
実
施
さ
れ
、
鶴
ヶ

島
市
議
会
交
通
安
全
推
進
議
員
連
盟

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
及
び
二
輪
車
の
交
通
事
故

防
止
等
に
つ
い
て
声
掛
け
を
し
な
が

ら
、
啓
発
品
と
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

　
〜
　
飲
酒
運
転
は

　
　
　
し
な
い
・
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
許
さ
な
い
　
〜
　

　

飲
酒
運
転
は
運
転
者
だ
け
で
な
く
、

車
両
の
提
供
者
、
酒
類
の
提
供
者
、

車
両
の
同
乗
者
に
も
懲
役
又
は
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

交
通
事
故
防
止
運
動
街
頭
指
導
に
参
加
！

議会だよりの編集及び
　　　定住促進策を視察

　

元
年
11
月
18
日
、
議
員
全
員

の
視
察
研
修
と
し
て
、
寄
居
町

議
会
の
広
報
広
聴
機
能
を
強
化

す
る
た
め
の
議
会
だ
よ
り
の
編

集
と
、
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条

町
の
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

　

寄
居
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、

「
読
ま
れ
な
い
議
会
だ
よ
り
に

出
す
意
味
な
し
！
」
と
の
編
集

方
針
を
基
に
、
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

２
年
連
続
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

中
之
条
町
で
は
、
ふ
る
さ
と

の
魅
力
を
ア
ー
ト
の
力
で
発
信

す
る「
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

で
交
流
人
口
を
増
や
し
、
移
住

・
定
住
者
に
対
す
る
充
実
し
た

補
助
制
度
に
よ
り
定
住
促
進
を

し
て
い
ま
す
。

　

本
紙
の
編
集
、
一
般
質
問
、

政
策
提
言
等
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

中之条町での研修 啓発品等配布中


